
生活指導部会

すべての子どもたちへの心理的，教育的援助のあり方

研究の内容

現代の子どもを取り巻く環境には，地域との交わりの疎遠化〆核家族化や少子化等

があげられる。また子ども達にI身も，友達と遊ぶといっても一人ひとりがゲームや漫

画に興じ，一人遊びとなんら変わらないような状#dであり，人''１１関係，友人関係作り

も容易ではない現実がある。そのせいか本来なら成睦の過程で，’二l然に社会性を身に

つけ人とかかわりながら成長していくものであるが，それができないがために，《)i/乱佼

が)ル心地がよく楽しい場所でなくなってしまっている子ども達も少なくない。

このようなUnJ代社会に生きる子ども達すべてを援助しようとする枠組みが今注|］さ

れている。その枠組みでは，子どもに対する暖Uﾉ)を，不登校，いじめなどの問題で分

類するのではなく，子どもが求める援助の樫度に応じて三段階に曠HlLている。（参考

書物石隈利紀・［11村節子薪：『チーム援助入|Ⅱ|」図書文化）一次的暖IJIは，「すべての

子ども」への援助，二次的援助は，１１．噸を要する「一部の子ども」への援助，三次的

援助は，特別に個別の援助を必要とする「特定の子ども」への援助とされている。

本部会では，ここ数年は，一次的極U1jであるすべての子どもたち対象の予防的援助にﾉﾉを入れる

ことが，ＩＨＩ趣のMnｲIﾐ化を防ぐことにつながると考えるようになった。意図的に'二１分作りを促す取り

組みや人llIlllLl係のﾌﾞﾉを身につけるlli(り組みをしていく必要性があり，その方策として，エンカウン

ター，アサーション，ブリーフセラピーなどを日常的な指導に取り入れてみようと{ﾘﾄ究を進めてき

た。そして，これらを用いた学級脂導などの授業実践を発表し合い，検証に努めている。

［ 

１Ｊ}究の具,体的な|ﾉﾘ容と方法

ｌ学校教育JIIl談についての即論学習と実践報告等

（１）桷成的グループエンカウンター（IHl々が本音を１１}し合い，イ１１互に認め合う体験）

（２）ソーシャルスキルトレーニング（対人関係を上手にする技術）

（３）アサーショントレーニング（'当l己尊重のF1己表現）

（４）ピアサボート（４１ﾐ徒［|身が111徒|両Ｉ士でお互いの心をサポートし合うlili動）

（５）ブリーフセラピー（解決志Iｲﾘ型アプローチ）

（６）フィンランドメソッド（発想ノノ・表現ﾉﾉを養うトレーニング）

（７）フォーカシング（自分の気持ちと」:手につきあうためのノウハウ）

２専門家を識IiIiに招いての研修

（１）識ＩＷｌｉ」lKllllI1学校スクールカウンセラー渋谷園枝先生

（２）日時平成２３年８月’'三’（))）

（３）場所MIlllll1学校

（４）内容すぐに実践できる生徒Ⅲ１１解
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３実践発表ｌ

（１）｜]時平成２３年８月３１日（水）授業者筒ノト修子教諭（塩'''''１）

（２））幽材「椛成的グループエンカウンターを使った授業～共|同I絵画～」

（３）ねらい絵を書くことを皿して，コミュニケーションを促進する。

（４）１年'１１１の成果

塩'''''１学校では、２年Ｌｌ２の全クラスでエンカウンターに取り組んでいる。エン

カウンターを(I:組むことにより，生徒の１ｺ己発見や人ＩＩＩ１１奥}係づくりを促し，1,1}心

地のよいクラスを'二１桁している。共同絵imiは，年'1113回実施した。本時（11回１

１］）は，『私たちにとっての－学１０１』というお題で，ｌﾘ[の全員が模造紙にクレヨン

で絵をＭiいた。生徒は話し合いをしながら作業をすすめ，お互いのコミュニケー

ションをはかることができた。他にも様々なエクササイズをして，Ｑｕの要支援

ｌＩｒから学級iiMi足群へ移行した生徒が多数見られ，大きな成果があった。

実践発表２

（１）｜]時平成２４年ｌ）三１２５１」（水）授業者IllllkI美紀教諭（牧lT:節一小）

（２）題材「イハ成的グループエンカウンターを使った授業～☆いくつ～」

（３）ねらい自分のよいところを｢li認識したり，友達のよいところを発見したりして，

お互いを認め合うことができる。

（４）１年|Ｈ１の成果

主に，遊徳の授業の前にエンカウンターを実施した。そのためか，子ども達は

道徳のllfllllを楽しみにするようになった。エンカウンターを実施していくうちに，

授業に無関心な児童がすすんで関わるようになったり，｜き'分のしたいことを殿優

先する児童が，正しく生iiliしようとするようになったり変化が現れてきた。

成果と課題

成果

．（ﾘﾄ究テーマに基づいて各Ｅ１が学習した1111論や方法を持ち寄り，それらを部員が共有

することができた。また，使えそうなスキルを実際に使って，道徳や教科に還元す

ることができ成采があった。

・スクールカウンセラー等，その道に排しい人から講義していただき，支援が必要な

生徒への接し方や声かけ等，すぐに実践できる内容で大変有意義だった。

・小・’'１学校両方の部員がいることも視野が広がり，プラスになった。

iiIl題

・今ｲ１１度は，新しくフィンランドメソッドの実践を学ぶことができた。来年度も今ｲ'三

度|可様，これまでの様々な技法を実践しつつ，）Wiしい技法を学べるようにする。

．Ｑｕの見刀や，エンカウンターとＱｕの組み合わせも視野に入れたlli(り組みも考え

ていく。

・来ｲlH度もう少し多くの人に（特に担征の先生方に）この部会に参lIl1して欲しい。

（部長堀|ﾉﾘ美紀）
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